
平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
就
業
の
機
会
の
確
保
等
）

第
十
四
条

国
は
、
国
を
当
事
者
の
一
方
と
す
る
契
約
で
国
以
外
の
者
の
す
る
工
事
の
完
成
若
し
く
は
作
業
そ
の
他
の

役
務
の
給
付
又
は
物
品
の
納
入
に
対
し
国
が
対
価
の
支
払
を
す
べ
き
も
の
を
締
結
す
る
に
当
た
っ
て
予
算
の
適
正
な

使
用
に
留
意
し
つ
つ
協
力
雇
用
主
（
犯
罪
を
し
た
者
等
の
自
立
及
び
社
会
復
帰
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

犯
罪
を
し
た
者
等
を
雇
用
し
、
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
事
業
主
を
い
う
。
第
二
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
受
注

の
機
会
の
増
大
を
図
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
、
犯
罪
を
し
た
者
等
の
国
に
よ
る
雇
用
の
推
進
そ
の
他
犯
罪
を
し
た
者

等
の
就
業
の
機
会
の
確
保
及
び
就
業
の
継
続
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
住
居
の
確
保
等
）

第
十
五
条

国
は
、
犯
罪
を
し
た
者
等
の
う
ち
適
切
な
住
居
、
食
事
そ
の
他
の
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

な
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
そ
の
改
善
更
生
が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
の
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
そ
の
自
助
の
責
任
を
踏
ま
え
つ
つ
、
宿
泊
場
所
の
供
与
、
食
事
の
提
供
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
犯
罪
を
し
た
者
等
が
地
域
に
お
い
て
生
活
を
営
む
た
め
の
住
居
を
確
保
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
公

営
住
宅
（
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
公
営
住
宅
を
い
う
。）

へ
の
入
居
に
お
け
る
犯
罪
を
し
た
者
等
へ
の
特
別
の
配
慮
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
更
生
保
護
施
設
に
対
す
る
援
助
）

第
十
六
条

国
は
、
犯
罪
を
し
た
者
等
の
宿
泊
場
所
の
確
保
及
び
そ
の
改
善
更
生
に
資
す
る
よ
う
、
更
生
保
護
施
設
の

整
備
及
び
運
営
に
関
し
、
財
政
上
の
措
置
、
情
報
の
提
供
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

第
十
七
条

国
は
、
犯
罪
を
し
た
者
等
の
う
ち
高
齢
者
、
障
害
者
等
で
あ
っ
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
上
で
の
困
難
を

有
す
る
も
の
及
び
薬
物
等
に
対
す
る
依
存
が
あ
る
者
等
に
つ
い
て
、
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
等
に
関
す
る
業
務
を
行
う
関
係
機
関
に

お
け
る
体
制
の
整
備
及
び
充
実
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
当
該
関
係
機
関
と
矯
正
施
設
、

保
護
観
察
所
及
び
民
間
の
団
体
と
の
連
携
の
強
化
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
関
係
機
関
に
お
け
る
体
制
の
整
備
等
）

第
十
八
条

国
は
、
犯
罪
を
し
た
者
等
に
対
し
充
実
し
た
指
導
及
び
支
援
を
行
う
た
め
、
関
係
機
関
に
お
け
る
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
再
犯
の
防
止
等
に
係
る
人
材
の
確
保
、
養
成
及
び
資
質
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

（
再
犯
防
止
関
係
施
設
の
整
備
）

第
十
九
条

国
は
、
再
犯
防
止
関
係
施
設
（
矯
正
施
設
そ
の
他
再
犯
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
施
設
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
再
犯
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
の
た
め
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
再
犯
防
止
関
係
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
情
報
の
共
有
、
検
証
、
調
査
研
究
の
推
進
等
）

第
二
十
条

国
は
、
再
犯
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
の
効
果
的
な
実
施
に
資
す
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
保
有
す
る
再
犯

の
防
止
等
に
資
す
る
情
報
を
共
有
し
、
再
犯
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
効
果
を
検
証
し
、
並

び
に
犯
罪
を
し
た
者
等
の
再
犯
の
防
止
等
を
図
る
上
で
効
果
的
な
処
遇
の
在
り
方
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
再
犯
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
内
に
お
け
る
適
切
な
指
導
及
び
支
援
）

第
二
十
一
条

国
は
、
犯
罪
を
し
た
者
等
の
う
ち
社
会
内
に
お
い
て
適
切
な
指
導
及
び
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
再
犯
の

防
止
等
に
有
効
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
、
矯
正
施
設
に
お
け
る
処
遇
を
経
な
い
で
、
又
は
一
定
期
間
の

矯
正
施
設
に
お
け
る
処
遇
に
引
き
続
き
、
社
会
内
に
お
い
て
指
導
及
び
支
援
を
早
期
か
つ
効
果
的
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
国
民
の
理
解
の
増
進
及
び
表
彰
）

第
二
十
二
条

国
は
、
再
犯
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

国
は
、
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
寄
与
し
た
民
間
の
団
体
及
び
個
人
の
表
彰
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
民
間
の
団
体
等
に
対
す
る
援
助
）

第
二
十
三
条

国
は
、
保
護
司
会
及
び
協
力
雇
用
主
そ
の
他
民
間
の
団
体
又
は
個
人
の
再
犯
の
防
止
等
に
関
す
る
活
動

の
促
進
を
図
る
た
め
、
財
政
上
又
は
税
制
上
の
措
置
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

地
方
公
共
団
体
の
施
策

第
二
十
四
条

地
方
公
共
団
体
は
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
地
域
の
状
況
に

応
じ
、
前
節
に
規
定
す
る
施
策
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

２

国
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

法
務
大
臣

金
田

勝
年

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
五
号

義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
六
条
）

第
二
章

基
本
指
針
（
第
七
条
）

第
三
章

不
登
校
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
教
育
機
会
の
確
保
等
（
第
八
条

第
十
三
条
）

第
四
章

夜
間
そ
の
他
特
別
な
時
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
校
に
お
け
る
就
学
の
機
会
の
提
供
等
（
第
十
四
条
・

第
十
五
条
）

第
五
章

教
育
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
そ
の
他
の
施
策
（
第
十
六
条

第
二
十
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）
及
び
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
等
の
教

育
に
関
す
る
条
約
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
教
育
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び

に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
基
本
指
針
の
策
定
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一

学
校

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教

育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中
学
部
を
い
う
。

二

児
童
生
徒

学
校
教
育
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
学
齢
児
童
又
は
学
齢
生
徒
を
い
う
。
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